
    

 

令和４年海事代理士試験口述問題及び模範解答 

 

【船員法】 

 

問：  船員法第 23条に規定される、懲戒の種類を２つお答えください。【船員法第 23

条】 

（模範解答） 

・上陸禁止 

・戒告 

   

問： 船員法第 43 条において、包括承継の場合を除き、船舶所有者の変更があった

ときは、雇入契約は終了するとされています。この場合に、船員と新所有者と

の間における雇入契約はどのような取扱いとなるかお答えください。【船員法

第 43条】 

（模範解答） 

従前と同一条件の雇入契約が存するものとみなされる。 

 

問： 船員法第 67 条の 2 において、労務管理責任者が、船舶所有者に対し意見を述

べるものとされているのは、どのような措置を講ずる必要があるときか。同条

又は国土交通省令で規定されるものののうちから、２つお答えください。【船

員法第 67条の 2、船員法施行規則第 45条の 3】 

（模範解答） 

・労働時間の短縮 

・休日又は有給休暇の付与 

・乗り組む船舶の変更 

・勤務時間の変更 

・作業の転換 

・乗下船の時期の変更 

・研修の実施 

・その他の適切な措置 

 

問： 船員法第 77 条に規定される、有給休暇の与え方について、船舶所有者と船員

が協議して決めるべきものは何か。また、有給休暇の期間を分けて与えるため

に必要な手続きは何かそれぞれお答えください。【船員法第 77条】 

（模範解答） 

・協議して決めるべきものは、時期及び場所。 



    

 

・期間を分けて与えるために必要な手続きは、労働協約に定めること。 

 

問： 船員法第 100 条の 3 及び第 100 条の 6 に規定される、海上労働証書及び臨時

海上労働証書の通常の有効期間をそれぞれお答えください。【船員法第 100 条

の 3、第 100条の 6】 

（模範解答） 

・海上労働証書 5年 

・臨時海上労働証書 6月 

 

問： 船員法第 4条に規定される、「労働時間」の定義をお答えください。【船員法第

４条】 

（模範解答） 

船員が職務上必要な作業に従事する時間。海員にあっては、上長の職務上の命令によ

り作業に従事する時間に限る。      

                                                                                 

問： 船員法施行規則第 19 条に規定される、雇入契約の成立の届出をするときに、

届出書の提出に加えて、提示するべき書類を２つお答えください。【船員法第

37条、船員法施行規則第 19条】 

（模範解答） 

・海員名簿 

・船員手帳 

・海技免状又は小型船舶操縦免許証その他の資格証明書を受有することを要する船員

については、海技免状又は小型船舶操縦免許証その他の資格証明書 

 

問： 船員法第 79 条に規定される、船員法第 7 章の有給休暇に関する規定が適用さ

れない船舶を２つお答えください。【船員法第 79条】 

（模範解答） 

・漁船 

・船舶所有者と同一の家庭に属する者のみを使用する船舶 

 

問： 船員法第 82 条の 2 に規定される、衛生管理者を選任しなければならない船舶

は、国土交通省令で定める漁船のほか、何があるかお答えください。【船員法第

82条の 2】 

（模範解答） 

 遠洋区域又は近海区域を航行区域とする総トン数 3,000トン以上の船舶 

 

問： 船員法第 98 条に規定される、船舶所有者又は船舶所有者を構成員とする団体

で法人であるものが就業規則を作成する際にしなければならない手続きにつ



    

 

いてお答えください。【船員法第 98条】 

（模範解答） 

・その就業規則の適用される船舶所有者の使用する船員の過半数で組織する労働組合

があるときは、その船員の過半数で組織する労働組合の意見を聴かなければならな

い。 

・その就業規則の適用される船舶所有者の使用する船員の過半数で組織する労働組合

がないときは、船員の過半数を代表する者の意見を聴かなければならない。 

 

【船舶法】 

 

問：船舶国籍証書の交付を受けている船舶の総トン数に変更があった場合の手続（誰

が、どこに、何をすべきか）を順にお答えください。【船舶法第 9条・第 10条・

第 11条・施行細則第 24条・第 31条・第 35条】 

（模範解答） 

① 船舶所有者は、 

② 船籍港を管轄する管海官庁に、 

③ 総トン数の改測を申請しなければならない。 

④ （改測後）管海官庁に、 

⑤ 変更登録を申請しなければならない。 

⑥ 変更登録申請と同時に、 

⑦ 船舶国籍証書の書換を申請しなければならない。 

⑧ （書換後は遅滞なく）書換前の船舶国籍証書を返還しなければならない 

 

問：船舶国籍証書の検認を受けなければならない期日の定め方について全てお答えく

ださい。【船舶法第 5条ノ 2】 

（模範解答） 

① 船舶国籍証書の交付を受けた日又は前回検認を受けた日から、 

② 総トン数 100トン以上の鋼製船舶は 4年を、 

③ 総トン数 100トン未満の鋼製船舶は 2年を、 

④ 木製船舶は 1年を、 

⑤ 経過した後、国土交通大臣（管海官庁）の定める期日（又は船籍港を管轄する管

海官庁により延期された期日） 

 

問：何人でも手数料を納付することにより交付を受けられるものを全てお答えくださ

い。【施行細則第 16条ノ 2・第 29条・附則（平成 16年省令第 25号）第 2条】 

（模範解答） 

① 総トン数計算書の謄本又は抄本 



    

 

② 登録事項証明書 

③ 旧船舶原簿の謄本又は抄本 

 

問：船舶法施行細則における船舶の種類を全てお答えください。【施行細則第 1条】 

（模範解答） 

① 汽船 

② 帆船 

 

問：管海官庁の窓口において船舶国籍証書の交付を申請する場合の手数料の納付方法

をお答えください。【施行細則第 51条】 

（模範解答） 

① 手数料納付書に、 

② 手数料額に相当する収入印紙を貼付し納付する。 

 

問：日本船舶を取得してから船舶国籍証書の交付を受けるまでの所要の手続（誰が、

どこに、何をすべきか）を順にお答えください。【船舶法第 4条・第 5条・船舶登

記令第 4条】 

（模範解答） 

① 船舶所有者は、 

② 日本国内に船籍港を定め、 

③ 船籍港を管轄する管海官庁に、 

④ 当該船舶の総トン数の測度を申請しなければならない。 

⑤ （測度を実施し船舶件名書謄本等が交付された後）船籍港を管轄する登記所に、 

⑥ 当該船舶の所有権の保存登記を申請しなければならない。 

⑦ （登記を行い登記済証交付後）管海官庁に、 

⑧ 当該船舶の登録を申請しなければならない。 

 

問：船舶に標示すべき事項について「船名」以外全てお答えください。【船舶法第 7条】 

（模範解答） 

① 船籍港 

② 番号（船舶番号） 

③ 総トン数 

④ 喫水の尺度 

 

問：船舶法による総トン数の測度や登録に関する規定が適用されない船舶について全

てお答えください。【船舶法第 20条】 

（模範解答） 

① 総トン数 20トン未満の船舶 



    

 

② 端舟（推進機関及び帆装を有しない船舶） 

③ 櫓櫂のみをもって運転する舟 

④ 主として櫓櫂をもって運転する舟 

 

問：船舶国籍証書の書換が必要となる場合をお答えください。【船舶法第 11条】 

（模範解答） 

① 船舶国籍証書の記載事項に変更を生じたとき 

② 船舶国籍証書が毀損したとき 

 

問：管海官庁の窓口において船籍港の変更の登録を申請する場合の手数料の納付方法

をお答えください。【施行細則第 49条】 

（模範解答） 

① 手数料納付書に、 

② 手数料額に相当する収入印紙を貼付し納付する。 

 

問：船舶国籍証書の交付を受けている船舶の所有者の住所に変更があった場合の手続

（誰が、どこに、何をすべきか）を順にお答えください。【船舶法第 10条・第 11

条・施行細則第 31条・第 35条・船舶登記令第 4条】 

（模範解答） 

① 船舶所有者は 

② 船籍港を管轄する登記所に、 

③ 所有者住所の変更の登記を申請しなければならない。 

④ （登記後）管海官庁に、 

⑤ 変更登録を申請しなければならない。 

⑥ 変更登録申請と同時に、 

⑦ 船舶国籍証書の書換を申請しなければならない。 

⑧ （書換後は遅滞なく）書換前の船舶国籍証書を返還しなければならない 

 

問：船舶法上の船籍港の定め方について、原則を全てお答えください。【船舶法第 4

条・施行細則第 3条】 

（模範解答） 

① 日本国内であること。 

② 市町村の名称によること。（ただし東京都 23区は東京都とすること。） 

③ 船舶が航行できる水面に接していること。 

④ 所有者の住所に定めること。 

 

問：船舶法において、申請・提出先が船籍港を管轄する管海官庁とされている手続を

全てお答えください。【船舶法第 4条・第 5条ノ 2・第 9条・施行細則第 30条ノ



    

 

5】 

（模範解答） 

① 総トン数の測度申請 

② 総トン数の改測申請 

③ 検認申請 

④ 船舶国籍証書の提出期日（検認）の延期申請 

 

問：管海官庁が総トン数の測度を行った場合に、申請者が交付を受けるものを２つお

答えください。【施行細則第 12条ノ 2】 

（模範解答） 

① 船舶件名書の謄本 

② 総トン数計算書の謄本 

 

問：管海官庁の窓口において船舶原簿の閲覧を申請する場合の手数料の納付方法をお

答えください。【施行細則第 51条】 

（模範解答） 

① 申請書に、 

② 手数料額に相当する収入印紙を貼付し納付する。 

 

【船舶職員及び小型船舶操縦者法】 

 

問：海技試験の筆記試験において、基準点に達した試験科目について免除を受けるこ

とができる期間を述べてください。また、その場合に必要な書類を述べてくださ

い。【省令第 53条第 1号】 

（模範解答） 

・基準点に達した海技試験の開始期日から起算して 3年以内 

・筆記試験科目免除証明書 

 

問：操縦免許証の訂正を申請しなければならない場合について、２つ述べてください。

【省令第 73条第 1項】 

（模範解答） 

・本籍の都道府県名に変更を生じたとき 

・住所に変更を生じたとき 

・氏名に変更を生じたとき 

・記載事項に誤りがあることを発見したとき 

 

問：１級小型船舶操縦士試験を受けるために必要な年齢を述べてください。また、い



    

 

つまでにその年齢に達していなければならないのか述べてください。【省令第 98

条第 3項】 

  （模範解答） 

    ・ 17歳 9月以上 

  ・ 試験開始期日（試験開始日）の前日までに達していなければ、受けることがで

きない 

 

問：海技免状の有効期間の更新に必要な乗船履歴の期間を２つ述べてください。【省

令第 9条の 3第 1項】 

（模範解答） 

    ・受有する海技免状の有効期間が満了する日以前の 5年以内に 1年以上 

    ・海技免状の有効期間の更新の申請をする日以前の 6月以内に 3月以上 

 

問：海技試験の身体検査の検査項目のうち視力以外の項目を２つ述べてください。【省

令第 40条、省令別表第 3】 

 （模範解答） 

  ・色覚 

  ・聴力 

  ・疾病及び身体機能の障害の有無 

 

問：海技士（通信）及び海技士（電子通信）を受けるために必要な年齢を述べてくだ

さい。また、いつまでにその年齢に達していなければならないのか述べてくださ

い。【省令 24条第 1項】 

  （模範解答） 

    ・ 17歳 9月以上 

  ・ 試験開始期日（試験開始日）の前日までに達していなければ、受けることがで

きない 

 

問：操縦試験の内容を２つ述べてください。【法第 23条の 9第 2項、省令第 103条】 

（模範解答） 

・身体検査 

・学科試験（筆記試験又は口述試験） 

・実技試験 

 

問：小型船舶操縦士の資格のうち、18歳未満の者が取得できるものを２つ述べてくだ

さい。【法第 23条の 4第 1号】 

（模範解答） 

・二級小型船舶操縦士（技能限定をする場合に限る） 



    

 

・特殊小型船舶操縦士 

 

問：海技免許の限定の種類を２つ述べてください。【法第 5 条第 2 項、第 4 項、第 5

項及び第 6項】 

（模範解答） 

・履歴限定 

・船橋当直限定 

・機関当直限定 

・機関限定 

・能力限定 

 

問：海技免状の更新要件について、必要な乗船履歴を有する場合以外に認められてい

るものを２つ述べてください。【法第 7条の 2第 3項】 

（模範解答） 

・国土交通大臣が、その者の業務に関する経験を考慮して、国土交通省令で定める乗

船履歴を有する者と同等以上の知識及び経験を有すると認定を受けている場合 

・登録海技免状更新講習の課程を修了している場合 

 

【船舶安全法】 

 

問：船舶所有者は、船舶検査証書を滅失し、又はき損した場合、船舶検査証書の再交

付を受けることができるが、その際、管海官庁に提出する申請書の名称を述べて

ください。【船舶安全法施行規則第 39条】 

（模範解答） 

船舶検査証書等再交付申請書 

 

問：総トン数 20 トン以上の船舶について、船舶安全法第 5 条の規定による最初の定

期検査に合格した場合、船舶所有者に交付されるものを２つ述べてください。【船

舶安全法第 9条第 1項、船舶安全法第 10条の 2】 

（模範解答） 

船舶検査証書、船舶検査手帳 

 

問：管海官庁の検査等に対して不服がある場合、その結果に関する通知を受けた日の

翌日から起算して何日以内に再検査等を申請することができるか述べてください。

【船舶安全法第 11条第 1項】 

（模範解答） 

30日以内 



    

 

 

問：平水区域を航行区域とする総トン数 200トンの貨物船の船舶検査証書の有効期間

は何年かお答えください。【船舶安全法第 10条第 1項】 

（模範解答） 

6年 

 

問：満載喫水線の標示が義務づけられる漁船はどのような漁船かお答えください。【船

舶安全法第 3条第 3号】 

（模範解答） 

総トン数 20トン以上の漁船 

 

問：国際航海に従事する貨物船が、船舶検査証書の有効期間が満了する時において、

外国の港から本邦の港又は定期検査を受ける予定の外国の他の港に向けて航海中

となる場合、申請により、当該船舶検査証書は、その有効期間満了後何ヶ月まで

効力を有することとなるか述べてください。【船舶安全法第 10条第 2項、船舶安

全法施行規則第 46条の 2第 1項第 1号】 

（模範解答） 

3ヶ月 

 

問：平水区域を航行区域とする総トン数 200トンの旅客船の船舶検査証書の有効期間

は何年かお答えください。【船舶安全法第 10条 1項】 

（模範解答） 

5年 

 

問：航行区域が沿海区域の船舶について、満載喫水線の標示が義務づけられているの

はどのような船舶かお答えください。【船舶安全法第 3条第 2号】 

（模範解答） 

長さ 24メートル以上の船舶 


